


がん化学予防の失敗例から学んだこと
ベータカロテンの多量投与例の場合

ATBC Study (Finland)
(Alpha-Tocopherol Beta Carotene Cancer Prevention study)

1985-1993年、フィンランドの男性喫煙者29,133名、βカロ

テン20mg、VitE50mgを連日投与、5-8年の追跡でβカロテン投与
群で肺がんの罹患率が18%上昇

CARET (USA) (Carotene and Retinol Efficacy Trial)

1988-1998年、米国喫煙者・アスベスト暴露者18,314名、 β

カロテン30mg、レチノール25,000IUを連日投与、平均４年間の追
跡で投与群の肺がん罹患率が28％上昇
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予防物質や予防食品の摂取量とがんリスクの低下
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がん予防を包括した総合的医療

がん予防診療へ向けた予防試験の基本的考え方

集団予防対策
がん予防のための一般的な

知識を普及し、生活習慣を改善
するための啓発活動を実施し、
一方では早期発見と早期治療を
促すためのがん検診を普及する

個別予防対策
生活習慣と遺伝子多型の交

互作用を解明し、個々の特性に
起因する発がんのリスクを評価
し、個々人に適した予防方法を
提示しながら予防活動を促す

生活習慣特性と生体反応特性の診断

個々人の特性によるリスク診断

個々人の生活習慣の是正

疫学研究による予防情報の構築

生体指標の改善、発がんリスクの低下



国民のがん予防啓発に役立つ情報公開

ホームページの開設
１）大規模コーホート研究の成果の要約を公開
２）一般公開シンポジウムの開催（毎年二回）
３）がん予防啓発書（上・下巻）の出版

下巻の内容
序章： 新しい疫学の展開
第１章：コーホート研究による日本人のがんリスク
第２章：生活習慣と宿主特性によるがんのリスク
第３章：感染による慢性炎症とがん
第４章：がんの進展と予防
第５章：がんの化学予防

昭和堂

序章 発がんの仕組み、疫学の基本概念
第一章 日本と世界のがん
第二章 がんの原因と予防方法
第三章 がん予防の新戦略

www.ganekigaku.com


